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遺伝子組換えカイコ由来抗体の製品への利用開始について 
 
当社は、当社製品に使用している主要なモノクローナル抗体について、遺伝子組換えカイコ

を用いて繭に生産させることに成功し、現在使用している抗体原料から置き換えた製品製造を

行う事を開始いたしますのでお知らせいたします。 
 
【概要】 
当社は、カイコの繭中に遺伝子組換えにより人工的に目的とする抗体を生産させる技術を有

しております。従来からのマウスモノクローナル抗体の生産方法は、抗体産生細胞の培養上清

液あるいは、マウスを使用した腹水から精製する方法に限られていました。この度のカイコに

よる生産抗体として、当社製品のうち販売実績の高いアミロイドβ製品に使用している主要な

モノクローナル抗体を選択し、従来の生産方法による抗体とその性能について比較検討いたし

ました。その結果、従来法と比較して、その性能に相違が無く、またロット間での不均一性が

無く非特異的な反応が抑えられる事、さらに今後の生産コストが大幅に抑えられる等の多くの

メリット面が確認できましたので、今後の製品化に本カイコ由来の抗体を利用することと致し

ました。 
今回の成果は、遺伝子組換えカイコにより生産した抗体が試薬レベルでの実用化に遜色ない

ことを示すものであり、今後、体外診断薬用抗体の受託、さらに医薬品などへの実用化に向け

た開発を進めてまいります。 
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